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•現在の計画概要

•事業のこれまでの経緯



流域の概要











■大戸川の主な水害

• たゆまざる水と砂の闘い、

「水七合に砂三合」と例えられる

大戸川の水害の歴史

• 砂防と一体の大戸川の治水









大戸川流域の砂防

• 明治6年（1873）には「淀川水源砂防法」が
制定され、オランダ人技師らの指導のもと、
大戸川流域でも大規模な砂防工事が進め
られていきます。大正時代になると、多くの
技術者たちの努力により、砂防ダムの建
設や流路工、山腹工などが施工され、その
志は現在まで引き継がれています。





ダム計画の概要



�平成3年3月基本計画決定

�総事業費・・・・７４０億円（昭和６３年度単価）

�工程・・・・・・・・平成元年度～平成１３年度

■基本計画

■ダムの目的
洪水調節

大戸川・瀬田川・宇治川・淀川本川の沿川における洪水被害の軽減。

流水の正常な機能の維持

下流の既得用水の補給や、河川環境保全のための流量を確保します。

水道
大阪府に対し、1日最大34,560m3、京都府に対し、1日最大8,640m3並び
に大津市に対し、1日最大1,000m3の水道用水の取水を可能にします。

発電
既存の関西電力㈱２発電所を統合して、最大出力3,000㌔㍗の発電を行

います。















事業のこれまでの経緯









大戸川ダム建設事業の
実施状況





付替県道の現況









環境について





道路工事にともなう環境保全

付替県道や工事用道路の施工にともない、
専門家の方々から、生態系を守るための
助言をいただきながら工事を進めています。












